
令和２・３・４年度福岡県重点課題研究指定・委嘱事業（３年次）

■研究指定・委嘱地域（校） 福津市教育委員会（神興小学校）

上毛町教育委員会（南吉富小学校）

福岡県教育委員会

健康を考えた食事をすること、食事作りに興味・関心をもつこと、感謝の気持ちを
もって楽しく食べることの望ましい食習慣を身に付けた児童の育成を図ることができ
ました。

神興小学校の成果

健康な食事や食文化について理解し、健康な食生活や楽しい食事につながるために
自ら何が必要か考え、よりよい食生活を実践しようとする食を大切にする資質・能力
を高める児童の育成を図ることができました。

南吉富小学校の成果

■視点１：栄養教諭を中心に、全職員が連携・協働した食育の推進体制づくり

■視点２：学校・家庭・地域が連携した食育に関する取組の推進

■視点３：組織的・計画的に食育を推進するための全体計画づくり

神興小学校の研究ポイント

南吉富小学校の研究ポイント

学校における食育の推進

研究の成果 おすすめポイント

研究の目標

学校・家庭・地域が連携した食育を推進していくため
に、どのような推進体制を整備するとよいでしょうか。

校務分掌に食育推進組織を設置し、職員を「常時活動チーム」、
「連携授業づくりチーム」、「連携協働チーム」に割り当てること
で、学校全体で行う体制づくりができます。
また、学校運営協議会組織の中にも食育推進組織を位置付けるこ

とで、学校・家庭・地域が連携・協働できるようにします。

栄養教諭や家庭・地域のかかわり方について、
「食育ストーリー」に表記することで、意図的・
計画的に学習活動を展開できます。

栄養教諭を中心に全職員がどのように協働していくと、
教育活動全体で食育推進ができるのでしょうか。

食に関する指導の全体計画や評価指標を栄養教諭が作成し、
食育推進委員会において管理職や学級担任等と関係機関との
調整や授業づくりについて共通理解を図ります。

全体計画を基に、教科等と食の内容の関連性に応じて、
対象との出会わせ方を類型化した指導資料「食育レシピ」
を使うことで、様々な学習場面での食に関する指導が整理
できます。また、食育の視点や栄養教諭の関わり方を明確
にすることができます。

研究の内容

児童生徒の食に関わる資質・能力を育成するための、組織的な
食育の推進の在り方について究明する。



■視点１：栄養教諭を中心に、全職員が連携・協働した
食育の推進体制づくり

【地域との連携】

研究の実際
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■視点２：学校・家庭・地域が連携した食育に関する
取組の推進

■視点３：組織的・計画的に食育を推進するための
全体計画づくり

【家庭との連携】

各教科等の指導
と食に関する指導
の内容との関連性
から３つに類型し､
対象との出会わせ
方の工夫を行いま
す｡

神興小学校の実践

南吉富小学校の実践

視点１
栄養教諭の専門性を

生かした関わり方を①
～⑮まで整理し、単元
に位置付けています。

視点２
教科等との指導と食

に関する指導の内容で
関連性が高いものから
順にＡ、Ｂ、Ｃに分類
し、単元に位置付けて
います。

系統的に指導できるよう、視点1、視点２を踏まえた学年ごとの具体的な
指導資料「食育レシピ」を作成しています。
栄養教諭、学級担任それぞれの立場で、PDCAサイクルに沿って全体計画

の見直しを行っています。

全職員が連携・協働した食育を推進することができるように、栄養教諭
が中心となり、食に関する指導の全体計画、成果指標・活動指標の作成､
アンケートの作成を行い、評価・改善を行います。

＜成果指標＞
食育の視点にそっ

た評価内容を、低・
中・高学年で系統を
整理し、位置付けて
います。

【地域人材を活かした授業】

【地域自治活動との関連】

【家庭への働きかけ】

家庭への直接的な働きかけとして
土曜授業を活用して、正しい箸の
持ち方を練習し、定着を図りました。

栄養教諭、
養護教諭、
家庭・地域と
の関わりを
明確にしてい
ます。

実施時期と
常時活動、
授業、家庭・
地域との関連
を示していま
す。

担任から地域人材への説明会

ゲストティーチャーとして助言

食品ロスを減らすプロジェクトの
一環で、賞味期限が近い食品などを
近隣住民から集め、神興地域郷づくり
推進協議会に食品を必要とする方々へ
配る取組を行いました。

ねらいと内容を確認

期待される
児童の意識の
流れと、教師
の働きかけの
具体を示しま
した。

各学年において、食育に関する取組を教科等横断的なプロジェクトとし
て、整理した「食育ストーリー」を作成し、学習活動を展開しました。

校内の食育推進体制整備として「いーと部」を設置し、食育の取組を円
滑に推進できるよう企画運営を行いました。いーと部には３つのチームを
位置付け、全職員が関わることを明確にしました。また、コミュニティ・
スクールの機能を生かして学校運営協議会組織の中にも位置付け、地域・
家庭との連携をスムーズに行うことができるようにしました。

学びを実感させ
次の学びに生かす
ため、地域人材の
活用や、家庭で
取り組むがんばり
カードの活用、通
信の配布を行いま
す。

【家】

【養】

【栄】


